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所在地

事業所の前に河川敷があり、桜並木もある。春にはお花見を楽しまれたり、また、秋にはコスモスも咲
き誇り、その時々の季節を感じる事ができる恵まれた環境である。周りには民家も点在し、落ち着い
て穏やかに過ごす事ができる。ケアにおいても｢ゆっくり、楽しく、自分らしく」という理念を全職員が共
有し、利用者に寄り添い、個々の思いを汲み取り、利用者本位の支援を心掛け、自分らしく、穏やか
に一日一日を大切に過ごせる環境づくりに取り組まれている。又、できる事は見守り、できない事は
そっと手助けし、その人の持てる力を活かせるケアに努め、張りのある暮らしができる様務めると共に
笑顔を絶やさず、その人のペースを大事にされ、ゆっくりと過ごされている。医療面も協力医療機関
との連携も構築されていると共に看護師の職員が常駐している為、日々の健康管理もできていて安
心である。　また、地域交流も以前の様には出来ていないが、元の民生委員や町内会長の声かけが
常にあると共に散歩時には声かけしてもらう等、地域の一員としての理解も得られている。　　職員も
明るく、笑顔を大切に家族の様に過ごされ家庭的な雰囲気がいっぱいの好感が持てる事業所であ
る。

「ゆっくり・楽しく・自分らしく」をモットーに、ひとりひとりに合わせたケアを行い、コミュニケーション
を大切にしながら笑顔で一緒に過ごせるよう心掛けています。楽しい時には一緒に笑い、辛い時
には寄り添い、その方が自分らしく過ごせるように関わっています。

地域の方がいつもきれいに清掃してくださっている本郷川の土手の近くに施設があり、施設内から
自由に出入りできるテラスから景色を楽しんだり、土手を散歩する保育園児に手を振ったり、利用
者様はゆったりとした時間を過ごされています。
そして春には土手の桜並木、秋には彼岸花やコスモスが咲きほこり、季節を感じながら過ごせま
す。こぢんまりとした施設ですが、家での生活の延長のような暮らしを提供しています。

【外部評価機関概要【評価機関記入）】

一般社団法人　みらい

広島県福山市山手町1020番地３

令和　　6　　　年　　　2　　月　　5　　日

【事業所が特に力を入れている点、アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】



自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

誰もが見え易い場所、玄関や事務所に掲示されている
と共にタイムカードの横にも掲示し出勤時見る事で再認
識する事と反省、振り返る機会としている。又、全体ミー
ティング時にも理念に沿った支援を心掛ける様周知し、
実践に繋げている。

町内会に加入している為，地域の情報は把握できてい
る。地域の定期的な清掃活動には参加している。コロナ
禍の状況という事もあり以前の様に地域交流は出来て
いないが、散歩時には近隣の方に出会えば挨拶を交わ
し，顔見知りの関係に努めている。時折、町内会長や民
生委員の声かけもあり、その際には現状を報告し理解も
得られている。

コロナ感染予防の為、会議は実施できていないが、定期
的に現状や取り組み等多岐にわたり書面にて運営推進
委員の方に報告し、その中で意見の把握に努め、サー
ビス向上に活かす様取り組まれている。。

疑問点や困難事例等があれを相談している。又、提出
書類を持参した際には取り組みや現状について報告し
協力関係を築く様取り組まれている。包括支援センター
職員との連携は図られ、情報等が得られている。

基本身体拘束はしない方針であり、玄関の施錠を含め
身体拘束はしていない。常に見守り重視で対応し抑圧
や制止しない支援に取り組まれている。研修もオンライ
ンで行い、報告書を提出し、全職員が正しく理解してい
る。

日々のケアの話し合いの際に、理念を掘り下げ
て職員全体で話し合い、一人ひとりにあった具体
的なケアについて意見の統一を図っている。

地域住民の一員として町内の行事に参加させて
もらっている。河川敷の清掃（年３回）　コロナ禍
以前はふれあいサロンの参加（週1回）をしてい
た。また、散歩時、挨拶や地域の方と話等したり
して交流している。

実習生の受け入れを行っていましたが、学校が
やめられたため、現在は受け入れはなし。

コロナ禍以前は参加を呼びかけ、日程調整をし
ながら運営推進会議を行い、当施設の現況をお
伝えし、意見交流しています。現在は中止中。

お話しする機会があれば、その都度当施設の現
状をお伝えしています。また、困った時や相談し
たい時など、市役所介護保険課へ相談してい
る。

身体拘束に関する内部研修を年2回実施 。入職時にも
同様の研修を行っています。申し送り時などで、気づか
ないうちに言葉を遮ったり、気持ちを抑えつけたケアを
していないか確認している。身体的拘束等の指針を制
定し、各職員が身体拘束をしないケアに取り組んでい
ます。

年に１回虐待防止の施設内研修を実施。また、虐待防
止検討委員会を３か月に１回実施し、虐待発生の防止
や早期発見につながるよう努めている。また普段のケ
アの中で職員自身が精神的に追い詰められていない
かなど観察し、気になるときには話をするようにしてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

コロナ禍の為、訪問制限があるが要望には柔軟に対応
し、お会いしてもらう中で、日々の状況を伝える際に意見
を聞くように努めている。また、月１回、現状報告を書面
や電話等で報告する中でも聞くように努め、色んな場面
での意見は運営に反映させている。又、個々に対応もし
ている。遠方の家族にはラインや電話等で聞いている。

日々のケアの中やミーティング、会議、申し送り時、ま
た、ノートに記載してもらう等、色んな方法で聞くように努
め、多くの意見や提案は真摯に受け止め反映させてい
る。個人面談の機会もある。

成年後見制度を利用している入所者がおり、必
要な知識を身につけて活用できるよう取り組んで
います。また、後見人と連絡を取り合いご本人に
必要な支援を提供できるようにしている。

契約の締結時、解約または改定時、利用者、そ
の家族の方と十分な話し合いを行い、理解と了
解を得ています。

本人、または家族から要望がでれば、その都度
可能な限り対応しています。

職員会議での意見の収集や日頃からコミュニ
ケーションを図るよう心掛けており、運営に反映
するよう取り組んでいる

昇給、ボーナスの支給がある。また、向上心をもって働
けるよう手当等定めている。職員の疲労やストレス要
因について気を配り、必要時は勤務調整を実施してい
る。また勤務時間中、気分転換できるよう、個室の休憩
室を確保している。また職員同士の人間関係を把握す
るよう努めている。

必要と思われる研修には出来るだけ参加できる
よう計画し、調整しています。

外部の研修に参加した際に、他事業所職員と交
流する機会を持つことがある。また、他の施設の
事業所内研修などに参加する機会を持つ。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

コロナ感染予防の為、訪問制限もあるが家族や親せき、
友人の方の訪問には感染予防を徹底し、できるだけお
会いしてもらい、馴染みの人や家族にとの絆が途切れな
い支援を心掛けている。又、家族と実家があった場所や
自宅近くまで行かれた方もいる。

事前面談で可能であれば自宅に訪問させていただき、
生活状態を把握するよう努めたり、利用施設の職員さ
んと連絡をとり、ご本人や本人を取り巻く人たちとの充
分な話し合いにより要望を聞いたり不安を取り除くよう
努めている。

これまでの家族の苦労やサービス利用状況、経
緯などについてゆっくり話を聞き、グループホー
ムとしてどのような対応ができるか家族と事前に
話し合いをしている。

利用開始前に職員が本人に会いに行ったり、
サービスの利用開始時、ご本人のい気持や、今
出来ることと出来ないことを見極め、他のサービ
スが必要であれば対応するようにしています。

出来る作業は職員と一緒にやって頂き、時には
入居者から知恵を借りたりすることで、介護され
る人、する人の関係にならないように努めてい
る。

本人の日頃の状態を報告、相談するとともに、来
訪時はご本人と家族の潤滑油になるよう心掛け
ている。また外出などご家族の力をかりながらご
本人の気分転換などの援助を協力していただい
ている。コロナ禍のため現在は中止中。

新型コロナウイルスの感染対策のため、外出は
難しいが、以前は入院された方が退院時にご家
族の送迎時ふるさとをドライブするなど協力をし
ていただいたり、ご本人の要望があればドライブ
で自宅の周辺をドライブしたりした。

個別に話を聞いたり、相談に乗ったり、利用者同士の
関係を把握し、楽しく過ごせる場面作りをするなど関係
がうまくいくように職員が調整役となって支援している。
利用者同士の関係性について情報連携し、すべての
職員が共有できるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

日々の何気ない会話や利用者同士の会話などから汲み
取る事がある。又、個別対応時の雑談からも把握し、
個々の思いについては可能な限り対応している。表出
困難な方には生活歴や家族からの情報を基に声かけ
し、その時の表情等で検討している。食べ物や帰宅願望
等の思いが出る。

家族、本人等の希望、主治医の所見、日々の業務の中
でのニーズや課題についての職員の意見等を基に柔軟
且つ現状に即した計画を作成し、家族にも説明し，承諾
を得ている。又、全職員にも周知している。モニタリング
は毎月、見直しは半年となっている。

新型コロナウイルス流行以前は退所後の病院へ
の面会に行ったりしていた。長期入院による退所
後に入所施設を探されているご家族の相談に対
応した事例あるが、本年度は対応事例なし。

日々の関わりの中で本人の言葉や表情などから
暮らし方や希望を確認しできるだけケアに反映し
ている。意思疎通が困難な方にはご家族などか
ら情報を得るようにしている。

入居前に必ず本人、家族、これまでのサービス
利用先から、生活歴、経緯などを聞き把握に努
めている。
また得られた情報を入所前にスタッフ全員に共
有している。

生活記録への記載をし、情報を共有している。特
に注意が必要な内容に関しては日報に書きだし
たり、写真などに残すことでわかりやすくしてい
る。

日頃の関わりの中で、利用者の思いや意見を聞き、ま
た職員からも日ごろから意見を出してもらいそれをもと
に他のスタッフの意見を集約し現状に即したケアプラン
の作成に努めている。面会に来られた際や連絡のやり
取りの際にご家族に意見を伺うことが多いが遠慮され
ているのか意見を言われないご家族もいる。

個別記録をとり、職員間で情報の共有をしてい
る。ケアの介入が必要な気づきに対しては、日々
の意見交換の場であげ、その内容に関してのケ
アは連絡ノートに記入し共有している。それをもと
に介護計画の見直しに生かしている。

既存のサービス外のニーズに関して、職員の配
置を多い時間帯を作り可能な限り対応するよう
努めている。（病院受診の付添、買い物代行）
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

協力医療機関の往診が月１回、２４時間指示が得られる
体制である。訪問歯科支援もある。他科については家族
と相談し通院支援も柔軟にしている。常勤の看護師の職
員がいる為、日々の健康管理も万全であり、安心であ
る。

利用開始時、看取り指針を基に説明し、理解は得られて
いるが、状態変化が起きた場合は、主治医、家族、職員
等で話し合いを行い、その都度、家族に意向の確認を行
い、方針を共有し、家族の思いに沿い、チームで支援に
取り組まれている。協力医療機関との連携も構築されて
いる。

年２回、日中を想定し、通報、消火、避難誘導等の訓練
を実施し、慌てず速やかに対応できる様、個々の実践力
を身につける様務めている。避難場所の確保もできてい
ると共に近隣の方との協力体制も築かれている。水害
に対する訓練もしている。備蓄もある。

地域の行事の参加などしてきたが、新型コロナ
ウイルスの感染防止のため現在は参加していな
い。

ご家族の承諾を得て提携先の医療機関の定期
的、緊急時の往診を依頼している。また、今まで
通院していた病院への受診も可能だが現在、利
用希望はない。専門医の受診希望あれば看護
師が付き添い受診支援している。

非常勤の看護師がおり、介護記録やデータから
異常の早期発見に努め、かかりつけ医への相談
を速やかに行っている。また、個々の利用者の
観察の視点、処置方法などを適宜介護職員へ伝
えている。

入院になった場合、看護サマリーを作成してい
る。また、退院の場合、地域連携室と連携し、退
院後に注意すべき点などの情報を提供してもら
いスムーズに施設の生活に戻れるよう努めてい
る。

入所時に意向の確認をするが、状態の変化とと
もに意向も変わるため状況を見ながら、ご家族に
現状を伝え意向を確認している。できる限りご本
人・ご家族の意向に沿えるよう、希望や要望を確
認している。急変時には２４時間体制でかかりつ
け医と連絡がとれる体制をとっている。

定期的な訓練は実施できておらず、急変や事故
発生時の対応は一部の職員に頼っている側面
が大きい。急変時は看護師と電話や動画通話を
し、必要時はすぐ施設へ向かうようにしている。

年に２回消防署と連携し自衛消防訓練を実施し
ている。また年１回水害訓練も実施している。公
共の避難が困難な場合を想定し近所の寺院など
への避難協力をしている。また近所の方にも協
力の依頼をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

目上の人であり、人生の先輩という事を常に意識し、
個々の尊厳を大切にした対応や言葉かけをするよう周
知されている。馴れ合いになっても節度ある対応を心掛
け、気付いた時には注意し合いプラバシーの確保に努
めている。プライバシー接遇、個人情報等の研修もリ
モートでしている。

栄誉バランスやカロリー計算された外注食であり、刻
み、トロミ、ミキサー食等、個々の身体状況に合わせた
形態となっている。食を促す声かけや食材の話や世間
話をしながら楽しみの時間となっている。出来る方には
テーブル拭きや後かだずけ等してもらい、力量発揮の場
面づくりをされ、張りのある生活に繋げている。

利用者への言葉かけ時の注意点を事務所
内に何か所か掲示することで常に意識する
ようにしており、さらに日常ケアの中で気に
なる時には連絡ノートや直接口頭にて注意
をするようにしている。

コミュニケーションをとる中で、気持ちや希望を引
き出したり、コミュニケーションが困難な利用者に
はイエスやノーで答えやすような質問をすること
で自己決定できるように努めている。

日常生活の大まかな日程は決めさせていただい
ているが、個々の利用者の体調や気分などに合
わせて、できる限りご本人のペースに沿って支援
している

本年度はマネキュアなど希望される利用者に実
施し、楽しんでもらった。散髪や白髪染めなど
は、訪問カットサービスを利用しご自分の希望を
元に髪型を決定されている。服の乱れなどあれ
ば直したり、スタッフが修繕したりして対応してい
る。
手伝いたいといってくださる利用者に,準備や片
付けを手伝っていただいている。食事は宅配
サービスの献立を使用しているが年越しそばや
庭の畑でとれた野菜を利用したメニューも取り入
れたりし宅配サービス以外のメニューも取り入れ
ている。

食事量、水分量は１日の状態がすぐに把握できるよう
表を利用しタイムリーな情報を職員で共有できるように
している。体重も表を利用し変化を把握しやすくしてい
る。咀嚼嚥下機能の低下した利用者には個人の状況
にあわせ刻みやとろみの程度の調整を細かくしてい
る。

介助の必要な利用者には、介助にてスポンジなどを使
用し口腔ケアを実施している、また、自己にて実施でき
る利用者には、声かけをすることで口腔ケアをしていた
だくよう努めている。必要時歯科往診を依頼し、必要な
ケアの指示を仰いでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

個々の時間帯や表情、行動から把握し、トイレ誘導さ
れ、生活習慣を活かす事と立位、座位をする事で機能
維持に繋げると共に気持ち良く排泄できる支援に努めて
いる。自立の方もいる。

週２回、午後の時間帯となっている。湯温やシャンプー
等の希望にも対応し、入浴が楽しみとなる様、思いに
沿った支援を心掛けている。入浴ロボットの設置もされ
ている．拒否の方には無理強いぜず、声かけの工夫や
タイミングを見ながら、清潔保持に努めている。

コロナ禍の為、希望に沿った外出支援は出来ていない
が目の前の川の土手や近隣を散歩する等、外気に触れ
る機会と気分転換となる支援を心掛けている。春には土
手にある桜を見ながらお茶を楽しんでもらう等五感刺激
と季節感を味わってもらっている。また、地域行事のとん
ど祭りを見に行かれたり、室内で季節行事やぬり絵や折
り紙等して楽しんでもらっている。

排尿の記録を参考にしながら、次回の排尿時間
を予想したり、排泄前の不穏などを早く察知し、ト
イレ誘導するなどしている。夜間はトイレまで間
に合わない利用者にはポータブルトイレを使用し
ている。

水分の摂取を促したり、便秘になりやすい利用者へは
腹部温罨法をするなど対応していたが効果が芳しく、
大多数の利用者が緩下剤の利用をしている。ただ、便
の性状など細かく記録し、医師の指示のもと、下剤の
調整を細かく実施している。

基本的には曜日を決めさせていただいている。
だた、体調の悪化や入浴の拒否などあれば、無
理強いせず声かけの工夫をしたり入浴の順番や
曜日を変えたりして極力ご本人が入りたいと思え
るタイミングに入浴していただいている。

利用者の就寝したいタイミングで寝ていただいて
いる。昼寝などご本人が希望されれば、自室に
て休んでいただいたり、自分で訴えることが難し
い場合、その日の体調などを観察し、こちらから
声かけし、希望されれば休んでいただいている。

薬の説明はすぐに見れるようファイルにして事務
所に置いている。薬の変更時は往診後に記録し
情報共有している。副作用の注意が必要な薬を
内服している時は連絡ノートにも記載し職員間で
情報を共有している。

声かけし希望される利用者は、お盆拭き、洗濯たたみ
などに参加されている。歌の好きな利用者にはカラオ
ケに参加していただいたり、細かい作業が好きな方に
は塗り絵、折り紙などをしていただいている。また誕生
月には誕生日会を実施している。

外に出たいといわれる場合は、気候などを考慮し施設
の庭や近所の散歩に行くなどできる限り対応している。
また台所から直接テラスへでて、いつでも戸外に出れ
る環境を提供している。春には本郷川の土手で全員花
見をしながらお茶会を実施した。現在新型コロナウイル
スの感染防止のため家族との外出は遠慮していただ
いている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

0

玄関横にはウッドデッキがあり、自由に出る事が出来、
天候のよい日には日向ぼっこをされる方もいる。共有の
場の壁には作成されたちぎり絵やお習字等が飾られて
いる。又、季節が感じられる装飾もある。大きなソファも
置かれ、好きな場所で過ごす事ができる。不快な匂いも
なく室温にも配慮され穏やかに過ごせる家庭的な雰囲
気の共有の場である。

テレビ、家具、寝具等、使い慣れた物を持ちこまれてい
る。又、思い出の写真や好きな本等も飾られている。カ
レンダーや時計もあり、時の認識に繋げられている。出
来るだけ自宅に近い環境づくりをされ、違和感なく落ち
ついて過ごせるよう工夫されている。

基本的には金銭の持ち込みはないが、希望され
れば持ち込んでいただき、防犯面で事務所の金
庫に預からせていただいている利用者もいる。基
本的には希望されたものを家族へ持参していた
だいたり現物支給しているのが現状である。

ご本人が希望されている場合はご家族へ伝え電話で
話していただくこともある。ただご家族が頻回の電話を
拒否される場合もあり、様子をみながら電話していただ
いている。今年は利用者が家族にメッセージを送りた
いと言われ、動画をとりＳＮＳで家族に送られた利用者
がいる。

共用の空間は、温湿度計を設置し、快適に過ごしてい
ただけるように空調を調整している。日の強くあたる窓
にはすだれやブラインドを設置したりすることで刺激の
強い光を調節している。季節を感じられるような花や飾
りを置いたり、利用者が作成した作品を展示することで
居心地のよさを提供している。

トイレの場所が分からない利用者には、居室から出た
ら目に入るところにトイレの案内矢印をつけたり、自分
の居室がわからなくなる利用者に対しては部屋の前に
名前を大きく書いたものを張ったりしている。トイレなど
で足を置く位置が分かりにくい利用者に対しては、テー
プで位置を示すようにしている。

居室に戻って一人で過ごされたり、居間はテレビをみた
り比較的賑やかな空間であるが台所のテーブルは比
較的静かなので新聞を読まれたり、大きな窓の前で一
人で日向ぼっこされる利用者もいる。テラスもあるた
め、外の空気を吸いたくなった方は自由にでていただ
いている。

使いなれた家具などを持参されてたり、居室に好
きな本やご家族から送られた花などを飾られて
いる利用者がいる。庭でとった花を花瓶にさして
おいておられる利用者もいる。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目【アウトカム項目】

①ほぼすべての利用者の ①ほぼすべての家族と

○ ②利用者の２／３くらいの ②家族の2／３くらいと

③利用者の１／３くらいの ○ ③家族の１／３くらいと

④ほとんど掴んでいない ④ほとんどできていない

○ ①毎日ある ①ほぼ毎日のように

②数日に一度程度ある ②数日に１回

③たまにある ③たまに

④ほとんどない ○ ④ほとんどない

①ほぼすべての利用者が ①大いに増えている

○ ②利用者の２／３くらいが ②少しづつ増えている

③利用者の１／３くらいが ○ ③あまり増えていない

④ほとんどない ④全くいない

①ほぼすべての利用者が ①ほぼ全ての職員が

②利用者の２／３くらいが ②職員の２／３くらいが

○ ③利用者の１／３くらいが ○ ③職員の１／３くらいが

④ほとんどない ④ほとんどない

①ほぼすべての利用者が ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２／３くらいが ○ ②利用者の２／３くらいが

○ ③利用者の１／３くらいが ③利用者の１／３くらいが

④ほとんどない ④ほとんどない

○ ①ほぼすべての利用者が ①ほぼ全ての家族等が

②利用者の２／３くらいが ○ ②家族等の２／３くらいが

③利用者の１／３くらいが ③家族等の１／３くらいが

④ほとんどない ④ほとんどできていない

①ほぼすべての利用者が

②利用者の２／３くらいが

○ ③利用者の１／３くらいが

④ほとんどない

項目 取り組みの成果（該当するものに○印） 項目 取り組みの成果（該当するものに○印）

56

57

職員は、家族が困っているこ
と、不安なこと、求めていること
をよく聴いており、信頼関係が
できている

通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている

63

64

62

職員は、利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる

利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある

利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている

利用者は、職員が支援すること
で活き活きした表情や姿が見ら
れている

利用者は戸外の行きたい所へ
でかけている

運営推進会議を通して、地域
住民や地元の関係者とのつな
がりが拡がったり深まり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる

職員は活き活きと働けてい
る

職員から見て利用者はサービ
スにおおむね満足していると
思う

職員から見て、利用者の家
族等はサービスにおおむね
満足していると思う

58

59

60

61

利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている

利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている

65

66

67

68



　（別紙４（２）） 事業所名：　グループホームどんぐり村

目標達成計画 作成日：　令和　6　年　3　月　８　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

夜間想定の災害対策が出来ていない。 夜間想定の防災訓練を実施する。 夜間を想定し、夜勤者がどのように行動すればよいか机上も
含め訓練する
地域の方へも防災訓練に関する声かけをする。

1年

2

3

4

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


